自然災害時に子どもの心のケアに携わる教員のニーズに関する研究 : 関東圏で東日本大震災を体験した教員のインタビュー調査 by 原 美穂子 et al.


























ら、心のケアの必要性を指摘する報告はこれまでに数多くある（Rafael/ 石丸 1989, 藤森ら 2011, 井



























































達段階によって特徴的なストレス症状も指摘されている（藤森2011, 服部・山田 1999, 冨永2012ほか）。
災害時の子どもの心身の変化については、阪神・淡路大震災や東日本大震災を中心に多くの報告がなさ
れている（馬殿 2006, 兵庫県教育委員会 2011, 文部科学省 2013 ほか）。兵庫県教育委員会は「阪神・
淡路大震災の影響により心の健康について教育的配慮を必要とする児童生徒の状況等に関する調査」を
県内全域の公立小中学校に対して、震災の翌年から 2009（平成 21）年まで、毎年、実施してきた（図
1）。同調査によれば、心の健康について教育的配慮を必要とする児童生徒数は、平成 8 年度に 3,812 名、







根差した子どものケアが提供されている（川村 2011, 佐藤 2011）。
 
東日本大震災の発生から約 1 年たった 2012（平成 24）年 5 月に、文部科学省は子どもたちの心身
の状況についての調査を実施している。調査対象は、災害救助法が適用された地域（帰宅困難者対応を
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被災地の要望を踏まえ、岩手県、宮城県、福島県に対して、全国から 193 名（延べ 4,114 名）のスクー
ルカウンセラー等を派遣している。教員の加配措置も継続的に行われており、2011（平成 23）年度に









































については成書も多い（諸富 2009, 中島 2003, 落合 2009 ほか）。文部科学省によれば、精神疾患によ
る教員の病気休職者数は、平成 23 年度に 5,274 名となり、継続的な高水準にあり深刻な状況である。


















































本研究は、武蔵野大学において、平成 25 年度第 2 回人間科学部倫理委員会の審査をうけて承認され
たものである（承認受付番号：25004）。
4. 結果と考察





































































































































に耐震性が確保されていない公立小中学校施設が全国で約 13,000 棟，公立幼稚園施設が約 1,000 棟
存在していることが明らかになったところであり，今後，速やかな耐震化が必要」であるとして、文部
科学大臣名の書簡が発出されて耐震化対策の加速が求められている。
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